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防防災災訓訓練練にに
地地域域住住民民らら５５００００人人
　井手町防災訓練が１１月１７日（日）、各区公
民館や井手小学校、多賀小学校、自然休養村管
理センター、玉川保育園で行われ、全会場合わ
せて約５００名が参加しました。（P02)

泉ヶ丘中で救急救命講習

戸籍の電算化が始まりました

民生委員・児童委員をご存知？

子育て支援カレンダー

年末年始の小児救急医療体制
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汐見町長の講演に熱心に耳を傾ける参加者の皆さん
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平成２６年１月１日以後の

延滞金の割合（率）

平成２５年１２月３１日までの
延滞金の割合（率）  本則の

 割合（率）  　改正後の割合（率）
 参考：財務大臣が告示する
　　　　割合が１％の場合

　改正後の
　「特例」部分

 改正前の割合（率）
　（平成２５年中）

改正前の

「特例」部分

　　　　9．3％
特例基準割合〔財務大臣が告示
する割合(1%)＋1%〕＋7.3%

 特例基準割合（注２）

　　＋７．３％
１４．６％

特例なし

（本則適用）
１４．６％

 納期限の翌日から
 か月を経過した日以後

延滞金 　　　　３．０％
特例基準割合〔財務大臣が告示
する割合(1%)＋1%〕＋1%

 特例基準割合（注２）
　　　＋１％

４．３％
（基準割引率
  0.3%＋4%）

特例基準割合

（注1）
７．３％

 納期限の翌日から
 か月を経過する日まで

　近年の低金利状況を踏まえ、納税者の負担を軽減する観点から、国税の見直しに合わせ、平成２６年１月１
日以後の期間に対応する町税等に係る延滞金の割合（率）における「特例」部分を見直します。

平成２６年１月から、延滞金の割合(率)を見直します

（注 ）改正前の「特例」部分の特例基準割合…各年の前年の 月 日における基準割引率（公定歩合）に年
　　　 ％を加算した割合
（注 ）改正後の「特例」部分の特例基準割合…財務大臣が告示する割合（各年の前々年の 月から前年の
　　　 月までにおける国内銀行の新規の短期貸出約定平均金利の平均）に年 ％を加算した割合
◎「特例」部分の割合（率）が本則の割合（率）を超える場合は、本則の割合（率）となります。
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にぎやかに繰り広げられる舞台発表

松田定教育長から表彰を受ける受賞者
（第３回井手町調べる学習コンクール表彰式） プラ板作りを楽しむ来場者
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平成２５年１２月２日(月)
戸籍事務の電算化が始まりました

平成 年 月 日戸籍事務の電算化がスタートしました。
戸籍をコンピュータで管理することにより、戸籍の作成や、戸籍証明書の交付時間が
短縮されます。電算化されることにより戸籍がどう変わり、住民の皆様にどのような
サービスが提供できるかをご紹介します。

戸籍に記載されている全員を証明する「戸籍謄本」
は「全部事項証明書」に、また、個人を証明する戸
籍抄本は「個人事項証明書」に名称を変更します。
なお、これらの証明書の交付手数料は、今までと同
じ 通 円です。
また、証明の事項も項目化され見やすくなります。

◆証明書の名称が変わります

◆今までの戸籍は「平成 改製原 戸籍」に
かいせいはら

電算化後、元の戸籍は「平成改製原戸籍」として、
画像データをコンピュータに保存※します。
法令の規程によって、電算化後の戸籍には婚姻や
死亡などですでに除籍されている人、離婚や離縁
などの一部の事項が記録されていない場合があり
ます。このような事項の証明が必要な場合には、
「平成改製原戸籍」を請求してください。
（交付手数料 通 円)
※除籍・改製原戸籍の画像データは来年2月中旬に電算化

◆「戸籍の附票」も電算化します

戸籍に登録されている人が、どこに住んでいるの
か把握するため「戸籍の附票」という制度があり
ます。これは、住民基本台帳法に基づいて、全国
の市区町村からの通知により住所の異動を記録し
たものです。今回、この戸籍の附票事務も電算化
されます。電算化後の戸籍の附票には電算化にな
った時点での最新住所のみが記載され、それ以降
は住所異動があれば追加されていきます。
なお、相続や自動車の廃車手続きなどで、電算化
前の住所の変更履歴が必要な場合は「改製原附票」
（電算化後 年保存）を請求していただくことに
なります。

正確かつ迅速な窓口サービスの
提供を目指しますのでご理解と
ご協力をお願いします。

◆本籍地番にある「の」がなくなります
《地番表示の例》
　　　　　 番地の 　→　 番地
これは、本籍が変わるものではなく、表記を統一す
る為に行うものであり、運転免許証や土地登記簿な
どの変更手続きは必要ありません。住民票や印鑑
登録証明書などは自動的に表記を統一します。

◆本籍の小字名表記が統一されます

戸籍の電算化に伴い、戸籍に記載されている小字名
の統一を行います。これは本籍が変わるものでは
なく、表記を統一する為に行うものです。

※表記の統一の為、変更手続きは必要ありません。

お問い合わせは　　住民福祉課　℡ ０７７４－８２－６１６４　まで

統一後→統一前
梅ノ木原→　　　　　 梅ノ木
柏原→　　　　　　　 柏
東北河原→　　　　　 東北河
高橋→　　　　　　　　  橋
西高月→　　　　　　 西 　月
南溝→　　　　　　　 南
北溝→　　　　　　　 北
中溝→　　　　　　　 中
玉ノ井→　　　　　　  玉の井
判ノ地→　　  判之地、判の地
南猪ノ阪→　南 　ノ阪 南猪の阪
野神→　　　　　　　 野
浜田→　　　　　　　 濱 田
阿弥陀寺→　　　　　  阿彌陀時
辻垣内→　　　　　　　  垣内
渋川→　　　　　　　 澁 川
栢ノ木→　　　　　　  柏ノ木
茶臼塚→　　　　  塚　茶臼
帽子田→　　　　　　　  子田
安堵山→　　　　　　 安　 山
東松ケ花→　　　　　  東松ヶ花
北赤坂→　　　　　　  北赤阪
東北ノ代→　　　　　　  東北代
中島→　　　　　　　  中嶋



H25-12広報いで１１５

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
　
み
ん
な
で
乗

て
全
線
複
線
化
　
　

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複
線
化
促
進
協
議
会

!!

ご存じですか？地域の身近な相談相手

「民生委員・児童委員」

「民生委員」は、民生委員法に基づいて厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員です。報酬などにつ
いては、ボランティアとして活動するため給与はありませんが、必要な活動費（定額）は支給されます。社会
福祉の増進のために、地域住民の立場から生活や福祉全般に関する相談・援助活動を行っており、全ての民生
委員は児童福祉法によって「児童委員」も兼ねていて、妊娠中の心配ごとや子育ての不安に関する様々な相談
に応じたり、支援をしています。また、民生委員・児童委員の中から厚生労働大臣に指名されて、児童福祉に
関する事項を専門に担当する「主任児童委員」がいます。
　核家族化が進み、地域社会のつながりが薄くなっている今日、子育てや介護の悩みを抱える人や、障がいの
ある方、高齢者などが孤立し、必要な支援を受けられないケースがあります。そこで、民生委員・児童委員が
地域住民の身近な相談相手となり、支援を必要とする住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めます。

月 日（水）、山吹ふれあいセンターで、井手町民生委員・児童委員の委嘱伝達式・退任式が行われまし
た。今回委嘱された委員さんは下記の方々で、任期は 年（平成 年 月 日～平成 年 月 日）です。

皆さんがお住まいの地域に、民生委員・児童委員と呼ばれる方々がいるのをご存じですか。

＊お問い合わせは、自衛隊京都地方協力本部（℡075‐211‐3471）または、宇治地域事務所 （ ℡ 44‐7139）

資　格試験期日受付期間募集種目

平成 年 月 日現在、 歳以上 歳未満の男子
で中学校卒業者又は中等教育学校の前期課程修了
者。
（平成 年 月に中学校卒業又は中等教育学校の前
期課程修了見込みの者を含む）

１次試験
　平成２６年１月１８日
２次試験
　平成２６年2月１日～４
日
※いずれか１日を指定
されます

平成２５年　
１１月１日～
１月１０日

一
般

陸上自衛
隊
高等工科
学校生徒

平成２５年度自衛官等募集案内
募集種目及び試験期日等

氏　名地区名氏　名地区名

林田　正北武田　幸一玉　水

中谷　英輔南八幡　朋子玉　水

廣岡美代子南飯田あや子玉　水

西島　正道南杉山　明昌水　無

西島貴志子南田中眞理子高　月

八木真知子東部前田　育子上井手

岩城　喜和西部林　かよ子田村新田

岡本　芳美南部船越　裕子石　垣

大平　嘉憲南部中坊惠美子石　垣

北澤　圀彦北部松本佐知子北

小川　成美 主任児童委員
　　　　　（井手）西田　夢路北

村田　欣子 主任児童委員
　　　　　（多賀）上島　勝廣北

民生委員・児童委員名簿（平成 年 月 日現在、敬称略）

氏　名地区名

上田　惠子玉　水

杉山　享子石　垣

綱田　貞二北

岡田　武雄東部

阿辻ひとみ 主任児童委員
　　　　　（井手）

退任された方々（敬称略）
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　「地方公共団体における職員給与等の公表について」に基づいて、井手町では平成 年度から町職員の給与の実態について公
表しています。なお、ここでお知らせする給与等は、税金や各種保険料を差し引く前の金額で、いわゆる「手取り額」ではあ
りません。また、現在未公表である情報については、公表され次第、ホームページにて掲載予定です。お問い合わせは、総務
課（℡82-6161）まで。

１　総括

（ ）職員給与費の状況（普通会計決算）
一人当たり
給与費
　　Ｂ／Ａ

給　　　　　　与　　　　　　費職員数
　　Ａ区　分

　　計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　　料
5,024千円497,327千円119,573千円36,628千円341,126千円99人平成 年度

（注） 　職員手当には退職手当を含まない。
　　　 　職員数は、平成 年 月 日現在の人数である。

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（ ）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 5年 月 日現在）

①一般行政職
平均給与月額
（国ベース）平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

314,129円324,749円290,587円40.3歳井手町
376,257円－307,220円43.1歳国

（注） 　「平均給料月額」とは、平成25年4月1日現在における各職種ごと
の職員の基本給の平均である。

　　　 　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもの
であり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているも
のである。

　　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額
には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないこ
とから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したもので
ある。

（ ）人件費の状況（普通会計決算）
（参考）

平成 3年度の人件費率
人件費率
　Ｂ／Ａ

人　件　費
　　　　　Ｂ　実質収支歳　出　額

　　　　　Ａ　
住民基本台帳人口
（平成 年度末）区　分

24.7％23.2％850,187千円309,041千円3,659,755千円8,049人平成 年度

②技能労務職

参考民　　間公　務　員
区　分

Ａ/Ｂ平均給与月額
（Ｂ）平均年齢対応する民間の

類似職種
平均給与月額
（国ベース）

平均給与月額
（Ａ）平均給料月額職員数平均年齢

－－－－340,400円341,067円327,367円3人52.5歳井手町

0．95288,200円44.7歳廃棄物処理業従業員272,700円272,700円272,700円1人38.6歳うち
清掃職員

1．41265,200円38.4歳調理士374,200円374,200円354,700円人59.2歳うち
学校給食員

－－－－374,200円376,200円354,700円1人59.8歳うち
その他技能労務職

－－－－309,534円－272,119円3,272人49.9歳国

参　　考

区　分 年収ベース（試算値）の比較

Ｃ/Ｄ民　間
（Ｄ）

公務員
（Ｃ）

－－－井手町

1．083,989,200円4,324,680円うち
清掃職員

1．733,551,500円6,153,573円うち
学校給食員

－－－うち
その他技能労務職

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用
　している。（平成21～23年の3ヵ年平均）
※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態
　等の点において完全に一致しているものではない。
※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均
　給与月額を12倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・勤
　勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値であ
　る。

（ ）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

（注）   ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
水準を100とした場合の地方公務員の給
与水準を示す指数である。

　　　 　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が
類似している団体のラスパイレス指数を
単純平均したものである。

全国町村
平均

類似団体
平均井手町年　度

103.3102.4100.9平成 年度
93.992.693.0平成 年度

２　一般行政職給料表の状況（平成25年4月１現在）
級級級級級級区　分

320,600円289,200円261,900円222,900円185,800円135,600円号給の
給料月額

422,600円400,600円388,300円354,700円307,800円243,700円最高号給の
給料月額

（注）給料月額は、給与抑制措置を行う前のものである。

井手町の給与・定員管理等について
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（ ）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
 （平成25年4月1日現在）

経験年数20年経験年数15年経験年数10年区　　分
321,400円297,000円279,800円大学卒一般行政職 338,500円262,200円246,700円高校卒
　－272,700円　－高校卒技能労務職 －－－中学卒

4　一般行政職の級別職員数等の状況
（ ）一般行政職の級別職員数の状況（平成25年4月1日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区分

14.1％10人
　定型的な業務を行う主事、技師、保育士若しくは保健師の
　職務又はこれに準じる職務
　主事補、技師補又はこれに準じる職務

1級

33.8％24人専門的知識又は技術若しくは経験を必要とする業務を行う主
事、技師、保育士若しくは保健師の職務又はこれに準じる職務2級

12.7％9人係長、主任又は主査の職務3級
14.1％10人課長補佐又は園長補佐の職務4級
14.1％10人課長、館長、園長、所長又は参事の職務5級
11.2％8人理事、局長、次長等の職務6級

（注） 　井手町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　 　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注）　平成18年4月1日から給与構造改革により3級と4級を係長
級として統合し、5級を4級、6級を5級、7級を6級とした。

（ ）昇給への勤務成績の反映状況
　　　勤務成績を反映せず

（ ）職員の初任給の状況
（平成25年4月1日現在）

国井手町区　　分
172,200円172,200円大学卒一般行政職 140,100円140,100円高校卒

－140,100円高校卒技能労務職 －－中学卒

5　職員の手当の状況
（ ）期末手当・勤勉手当

国井　　　手　　　町
―人当たり平均支給額（平成24年度） 1，208千円

（平成24年度支給割合） 期末手当　　　勤勉手当　
　　　　　　　　　　　2.6 　月分　  .35   月分
　　　　　　　　　　（1.45） 月分　（0.65）　月分

（平成24年度支給割合）　　期末手当　　勤勉手当
 　　2.6　月分　　1.35　月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
毅役職加算　　　5～20％
毅管理職加算　　10～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
毅役職加算　　　　5～15％

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

（ ）地域手当（平成2年4月1日現在）
　　　―　千円支給実績（平成24年度決算）
　　　―　　円支給職員 人当たり平均支給年額（平成24年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域
勤務地域により支給率は異なるが、平成
22年度制度完成時で最高支給割合 8％。－　人　％井手町

（ ）退職手当（平成25年4月1日現在）
（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、

平成24年度に退職した職員に支給さ
れた平均額である。

（ ）特殊勤務手当（平成25年4月1日現在）
－　千円支給実績（平成24年度決算）
－　　円支給職員1人当たり平均支給年額（平成24年度決算）
－　　％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成24年度）

種類手当の種類（手当数）
左記職員に対する支給単価主な支給対象業務主な支給対象職員手当の名称

日につき500円感染症の防疫作業感染症防疫作業従事職員感染症の防疫作業に従事
する職員の特殊勤務手当

体につき10,000円死体処理死体処理従事職員死体処理に従事する職員
の特殊勤務手当

（ ）時間外勤務手当
9，477千円支給実績（平成24年度決算）

96千円支給職員 人当たり平均支給年額
（平成24年度決算）

9，043千円支給実績（平成23年度決算）

91千円支給職員 人当たり平均支給年額
（平成23年度決算）

勤勉手当への勤務実績の反映状況
（一般行政職）

　　一律支給

【参考】

平成２５年の構成比 平成２４年の構成比 5年前の構成比

国井　　手　　町
勧奨・定年自己都合　（支給率）勧奨・定年自己都合　（支給率）

月分　28.7875月分　23.0300　勤続２０年月分　28.7875月分　23.0300　 勤続２０年
月分　38.9550月分　32.8300　勤続２５年月分　38.9550月分　32.8300　勤続２５年
月分　55.8600月分　46.5500　勤続３５年月分　55.8600月分　46.5500　勤続３５年
月分　55.8600月分　55.8600　最高限度額月分　55.8600月分　55.8600　最高限度額

　その他の加算措置　 定年前早期退職特例措置　その他の加算措置　  定年前早期退職特例措置
　　　 （２～２０％加算）　　　  （２～２０％加算）

　１人当たり平均支給額　　　　19,704　千円
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計60歳以上56歳～
　59歳

52歳～
　55歳

48歳～
　51歳

44歳～
　47歳

40歳～
　43歳

36歳～
　39歳

32歳～
　35歳

28歳～
　31歳

24歳～
　27歳

20歳～
　23歳20歳未満区　分

108人0人23人7人4人9人12人11人7人16人15人4人0人職員数

主な増減理由対前年
増減数

職員数（人） 区分
部門 平成25年平成24年

011議　会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

01919総　務
077税　務
03535民　生
077衛　生
033農　林
01商　工

欠員不補充▲189土　木

▲18182計
011教育部門

▲19293小　計

行政需要による増員165水　道公
営
企
業
等

会
計
部
門

業務縮小による減員▲112下水道
広域連合派遣による増員1109国保等

11716小　計

0
［0］

109
［157］

109
［157］合　　計

6　特別職の報酬等の状況
（平成25年4月1日現在）

給料月額等区　分

730,000　円
600,000　円

町　長
副町長

給
料

290,000　円
220,000　円
200,000　円

議　長
副議長
議　員

報
酬

（平成24年度支給割合）
2.95　月分町　長

副町長期
末
手
当 （平成24年度支給割合）

2.95　月分
議　長
副議長
議　員

（算定方式）　　　　　　　　　　（1期の手当額）　（支給時期） 
給料月額×530／100×在職年数　　15,476千円 　　任期ごと
給料月額×315／100×在職年数     　 7,560千円　　 任期ごと

町　長
副町長

退
職
手
当

７　職員数の状況
（ ）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

（注） 　職員数は一般職に属する職員数である。
　　　 　［　　］内は、条例定数の合計である。

（ ）年齢別職員構成の状況（平成25年4月1日現在）

（注）　退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支
　　　給率に基づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当
　　　の見込額である。

（ ）その他の手当（平成25年4月1日現在）
支給職員1人当たり
平均支給年額

（平成24年度決算）

支給実績
（平成24年度決算）

国の制度と
異なる内容

国の制度と
の異同内容及び支給単価手当名

209，613円11，110千円同じ

扶養親族である配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族 人につき 6,500円
配偶者がいない場合、そのうち 人については 　11,000円
歳から 歳までの子 5,000円加算

扶養手当

295，500円4，137千円同じ

家賃支払いの職員　毅月額23,000円以下の家賃　家賃額－12,000円＝支給額
　　　　　　　　　毅月額23,000円を超える家賃
　　　　　　　　　 （家賃額－23,000円）×1/2＝①　　16,000円＝②
　　　　　　　　　 （①、②のうち額が少ない方）＋11,000円＝支給額
　　　　　　　　　 （最高27,000円）

住居手当

63，732円3，505千円同じ

交通機関を利用する職員
運賃相当額が55,000円までの者 　全額支給
片道2㎞未満 支給なし
自動車等の利用者　通勤距離片道　2㎞以上5㎞未満 　2,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　5㎞以上10㎞未満 　4,100円
　　　　　　　　　　　　　　　　10㎞以上15㎞未満 　6,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　15㎞以上20㎞未満 　8,900円
　　　　　　　　　　　　　　　　20㎞以上25㎞未満 　11,300円
　　　　　　　　　　　　　　　　25㎞以上30㎞未満 　13,700円
　　　　　　　　　　　　　　　　30㎞以上35㎞未満 　16,100円
　　　　　　　　　　　　　　　　35㎞以上40㎞未満 　18,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　40㎞以上45㎞未満 20,900円
　　　　　　　　　　　　　　　　45㎞以上50㎞未満　 21,800円
　　　　　　　　　　　　　　　　50㎞以上55㎞未満　 22,700円
　　　　　　　　　　　　　　　　55㎞以上60㎞未満　 23,600円
　　　　　　　　　　　　　　　　60㎞以上 　24,500円

通勤手当

381，818円8，400千円
月額5,000円。ただし、町長が必要と認める時は、本俸の100分の20以内を支給
することができる。
理事、局長、次長、課長、館長、園長、所長、参事等 　35,000円 

管理職
手当



H25-12広報いで１１９

一人当たり給与費
　Ｂ／Ａ

給　与　費職員数
　　Ａ区　分 計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　料

6，783千円13，565千円3，350千円1，013千円9，202千円2人平成24年度

　

過去 年間
の増減数（率）25年度24年度23年度22年度21年度20年度 年度

部　　門　　別 

▲4（▲4.7％）818282808285一般行政

▲1（▲8.3％）111111111212教育

▲5（▲5.2％）929393919497普通会計計

▲1（▲5.6％）171616181818公営企業等会計計

▲6（▲5.2％）109109109109112115総合計

8　公営企業職員の状況
水道事業
①職員給与費の状況

（注） 　職員手当には退職手当を含まない。
　　　 　職員数は、平成25年3月31日現在の人数である。

（参考）平成23年度の総費用に
占める職員給与費比率

総費用に占める職員給与費
比率　Ｂ／Ａ

職員給与費
　　　　Ｂ

純損益又は
実質収支

総費用
　　Ａ区　分

22.7％17.0％16，524千円▲2，429千円97，084千円平成24年度

(注）　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

（ ）職員数の推移

229千円支給実績（平成24年度決算）

57千円支給職員1人当たり平均支給年額（平成24年度決算）

718千円支給実績（平成23年度決算）

144千円支給職員1人当たり平均支給年額（平成23年度決算）

支給職員
人当たり

平均支給年額
（平成24年度決算）

支給実績
（平成24年度決算）

一般行政職
の制度と
異なる内容

一般行政職
の制度との
異同

内容及び支給単価手当名

294，000円294千円同じ一般行政職と同様扶養手当

　  　0円 0千円同じ一般行政職と同様住居手当

34，858円70千円同じ一般行政職と同様通勤手当

420，000円420千円同じ一般行政職と同様管理職
手当

イ　退職手当（平成25年4月1日現在）

（注）   退職手当の 人当たり平均支給額は、平成24年度
に退職した職員に支給された平均額である。

オ　時間外勤務手当

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

ウ　地域手当（平成25年4月1日現在）
　　　　　一般行政職と同様（5（ ）を参照）

カ　その他の手当（平成25年4月1日現在）

③職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

一　般　行　政　職井　　手　　町

人当たり
平均支給額　　1，208千円
（平成24年度）　　　

人当たり
平均支給額　　1,675千円
（平成24年度）　　　　　

（平成24年度支給割合）
　期末手当　　勤勉手当
　　2.6月分　　1.35月分

（平成24年度支給割合）
　期末手当　　勤勉手当
　　2.6月分　　1.35月分

 （加算措置の状況）
職制上の段階、　役職加算
職務の級等に　　
よる加算措置 　 5～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、　役職加算
職務の級等に　　
よる加算措置 　 5～15％

エ　特殊勤務手当（平成25年4月1日現在）
　　　　　一般行政職と同様（5（ ）を参照）

一般行政職井　　手　　町

人当たり
平均支給額

19，704千円

（支給率）　　一般行政職と同様

　　　　　　自己都合　　  勧奨・定年
人当たり

平均支給額 ー　千円　　 ー　千円

②職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成25年4月1日現在）

平均月収額基本給平均年齢区　分

392，017円292，850円41.3歳井手町

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

（単位：人・％）
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親子の広場

子育て支援カレンダー

子育てサークル

＊さんさん会
対象：妊婦から 歳くらいの子と親
代表：笹内
活動日：第 ・ 木曜日

＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 歳くらいの子と親
代表：平間
活動日：月 回程度の水曜日
場所：多賀保育園

＊*hughug*
対象： カ月～ 歳くらいまで
代表：丸山
活動日：第 週の火曜日
参加費： 回 円

※サークルに興味のある方は子育て支援
センターまでお問い合わせ下さい。

※場所の記載のないものは、すべて「子育て支援センター」で行います。
予約の必要な場合は、直接または電話にてお問い合わせ下さい。

子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来て下さい♪
【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井 － （玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】 － －
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝日等を除く） ： ～ ：

子育て支援センターって？

＊ぴよぴよちゃん広場

　　対象：妊婦～ カ月くらいの親子
＊よちよちちゃん広場

　　対象： カ月～ 歳半くらいの親子
＊とことこちゃん広場

　　対象： 歳半～就学前の親子
＊すくすく広場

　　対象： 歳半～ 歳半の親子（予約制）
＊おでかけ広場

　　対象：妊婦～就学前の親子

行事予定（行事がない日でも毎日遊びにこれます♪）１2月

場所・備考内　　容と　　　き

※予約制
さんさん会

「フリートーク」
１０：３０～１２：００１２日（木）

よちよち・とことこ広場

「リースづくり」
１０：３０～１２：００１３日（金）

西部公民館おでかけ広場１０：００～１２：００１６日（月）

多賀保育園多賀保育園園庭開放１０：３０～１１：３０１７日（火）

※予約制
さんさん会

「クリスマス会」
１０：３０～１２：００１９日（木）

玉川保育園玉川保育園園庭開放１０：３０～１１：３０２０日（金）

１歳半～２歳半対象

※予約制
すくすく広場１０：００～１１：４０２４日（火）

※年末年始は１２月２８日から１月５日までお休みです。

（一時預かりは１２月２８日の土曜日は利用できます）

１月

※予約制
ベビーマッサージサークル

「*hughug*」
１０：３０～１２：００１４日（火）

※予約制
さんさん会

「鬼のお面づくり」
１０：３０～１２：００１６日（木）

一時預かり
お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行
っております（有料） 
【利用時間】
平日（月～金曜日）8： ～ ：  
土曜日　　　　　　8： ～ ：
※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ － ）まで
お問い合わせ下さい。

平成２５年工業統計調査を実施します

・工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計法に
　基づく報告義務がある重要な統計です。
・調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。
・調査時点は 年 月 日です。
・調査票へのご回答をお願いいたします。
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【人権標語】

 ともだちがいっぱいいたらたのしいな

   　　井手小学校１年　　神村　昭翔 さん

【人権啓発ポスター】

多賀小学校２年　福井 彩音 さん

井手町人権啓発コンクールの作品から
　“人権（命）の大切さ”を「ポスター」と「標語」で表現した第１０回井手町人権啓

発コンクールの応募作品を紹介します。

　作品から伝わってくる人権に対する純粋な気持ちにふれることにより、一人ひとり

の心に訴えて、『人権の芽』を大きく育て、すべての人々の人権が尊重され相互に共存

し得る平和で豊かな社会（井手町）を築きましょう。

泉ヶ丘中学校３年　横田 峻太 さん

命はね　ひとりに１個よ　大切に

　  　多賀小学校６年　　八木　優加 さん
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(
時
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 診
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正
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電
話
／ 京田辺市休日応急診療所

時　間　帯病　院　名曜　日
　宇治徳洲会病院（月）
　宇治徳洲会病院（火）

　　午後６時～翌日午前８時　宇治徳洲会病院（水）
　宇治徳洲会病院（木）
　宇治徳洲会病院（金）
　田辺中央病院（土）

　　午前８時～翌日午前８時　田辺中央病院（日）
　田辺中央病院（祝）

山
城
北
医
療
圏
に
お
け
る

年
末
年
始
の
小
児
救
急
医
療
体
制

　
年
末
年
始
の
休
日
・
時
間
外
に

お
け
る
小
児
救
急
医
療
体
制
は
左

記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

　小児救急医療体制（年末年始）

備　考時　間　帯病　院　名月日　曜日
　　 ※通常どおり　     午後 時～翌日午前 時　田辺中央病院／ （土）

　田辺中央病院／ （日）
　宇治徳洲会病院／ （月）

　　 ※年末年始    　 午前 時～翌日午前 時　宇治徳洲会病院／ （火）
　田辺中央病院／ （水）
　宇治徳洲会病院／ （木）
　宇治徳洲会病院／ （金）

　　 ※通常どおり　     午後 時～翌日午前 時　田辺中央病院／ （土）

　小児救急医療体制（通常）

※
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は
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事業主の皆さまへ
　個人住民税の特別徴収の実施をお願いします
『京都府内全市町村と京都府では、個人住民税の特別徴収を推進しています。』
　
　個人住民税（個人の市町村民税及び府民税）は、納税義務者の 月 日現在の住所地の市町村に納付してい
ただく必要があります。
　特別徴収とは、給与支払者（事業主）が所得税の源泉徴収と同じように、毎月の給与から従業員等の個人住
民税を差し引いて、市町村に納入していただく制度です。
　法令の規定により、原則、所得税の源泉徴収義務がある給与支払者（事業主）には特別徴収義務者として、
パート・アルバイト、役員等を含むすべての従業員等の個人住民税を特別徴収していただくことが義務付けて
られています。（事業主や従業員等の意思による徴収方法の選択はできません。）
　個人住民税の特別徴収を実施されていない給与支払者（事業主）は、法令に基づく適正な特別徴収の実施を
お願いします。
　
　○　特別徴収のメリット
・個人住民税の税額計算は市町村が行いますので、所得税のように事業主の方が税額の計算や年末調整をす　
　る手間がかかりません。
・従業員の方は、金融機関に出向いて納税する手間が省け、納付を忘れる等の心配はありません。
・年税額を12回に分けて支払うため、納期が年 回である普通徴収（納税義務者が直接納付）より 回あた　
　りの負担額が少なくなります。
　
　○　手続き等
　毎年 月31日までに給与支払報告書（総括表・個人別明細書）を井手町へ提出していただきますが、
　その際に、総括表等に「特別徴収」する旨を記載していただきます。
　記載方法等詳しくは井手町役場税務課（ － ）へお問い合わせください。
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甘いもんでもおひとつ
田牧 大和
小さな菓子所「藍千堂」を切
り回す兄弟に訪れるさまざま
な難問奇問。季節季節の菓子
に見立てて見事解決。「四文の
柏餅」をはじめ全 編の時代
小説を収録。『オール讀物』掲
載を書籍化。

伏見・戦と街
中川 正照
承久の乱・関ケ原の合戦・幕
末戊辰戦争は、いずれも伏見
が前哨戦の戦場となった。
様々な歴史資料にもとづいて、
日本史上の「三大戦争」のそ
れぞれの時代背景を描きなが
ら、戦場となった伏見の歴史
を検証する。

モラッチャホンがきた！
トーマス・ドカティ
うさぎのエリザが住む森では、
どの家の子どもたちもみんな、
おやすみ前に本を読んでもら
う。ところがある晩、とつぜ
ん本が消えた。エリザは本を
積み上げ、寝たふりをして本
泥棒を待ちかまえた。すると
そこに…。

風になった名犬チロリ
大木 トオル
乳ガンで、余命 カ月を宣告
されたチロリ。痛みに耐える
毎日でもみんなを思いやり、
精一杯生きた－。セラピード
ッグとして活躍したチロリの、
いのちの記録をつづった物語。
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ごみは、朝 時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入
　れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の 週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・
　冷凍庫・ 洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜
　日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
１２月１７日

１月７日
１月９日１２月２６日１２月１２日１２月１９日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日１２月２４日１月１０日１２月２６日１２月１３日１２月２０日月・木曜日
玉 水 区
石 垣 区
高 月 区

水曜日
１２月１１日
１２月２５日

１月９日１２月１９日１２月１２日１２月２６日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
１２月１８日
１月８日

１月９日１２月１９日１２月１２日１２月２６日火・金曜日多 賀 全 区

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで
し尿収集日程

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、茶臼塚、新
造、東北組、甚五郎谷⑨１２月２４日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１２月２５日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟
岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜⑪１２月２６日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫12月２７日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、田村新田⑬１２月２８日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、
橋ノ本⑭１月４日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、下赤田、上
赤田、鳥休、柴木田⑮１２月１１日

１月６日

ごみ収集日程表（12月11日～ 1月10日）

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL ‐ ‐ ）まで

●出せるごみ
　主に飲料用・しょう油・みりん・焼酎のペットボトルで　　のマークのついているものと、そのキャップです。
●出し方
　キャップを外し、簡単な水洗いをして、中身の見える袋に入れて排出して下さい。
　※キャップはペットボトルの日に別の袋で出して下さい。
●出せないもの
　発泡食品トレーや発泡スチロールは、発泡トレー等の日です。
　その他のプラスチック容器やプラスチック製品は、その他ごみの日です。
　　　 のマークがついている容器・製品でも、ペットボトルでなければ、その他ごみの日です。
　　　　※お問い合わせは、産業環境課（℡82－6168）まで

◎ごみの分別の徹底について（ペットボトルの日）
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0774－82－6163税　務　課
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0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
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0774－82－4333教育委員会（学校教育課）
0774－82－5700山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

同和・人権政策課
いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

公共施設電話番号一覧

料理教室（午前 時～正午、いづみ人権交流センター）
パソコン教室(午後 時半～ 時、いづみ人権交流センター)水１２/１１

山吹体操クラブ・健康相談（午後 時半～ 時、賀泉苑）木１２
大正琴教室（午前 時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後 時半～ 時、いづみ人権交流センター）金１３
IDEゆうゆうスポーツクラブ・餅つき大会（午前 時半～、自然休養村
管理センター）
親子で楽しむ紙しばい（午後 時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土１４

日１５
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後 時～ 時、賀
泉苑）
井手町食生活改善推進員養成講座（午後 時半～ 時半、保健センタ
ー、申込制）
無料法律相談(午後 時～ 時、玉泉苑）

月１６

ペン習字教室（午後 時半～ 時半、いづみ人権交流センター）火１７
生き生きふれあいサロン「クリスマス会」（午前 時半～、老人福祉セン
ター玉泉苑）
耳のこと何でも相談（完全予約制、ご希望の方は高齢福祉課までご相談
ください）

水１８

木１９
太極拳教室（午後 時半～ 時、いづみ人権交流センター）金２０
和太鼓教室（午後 時半～ 時半、いづみ人権交流センター）土２１

日２２
天皇誕生日月２３
すくすく広場（午前10時～11時半、子育て支援センター・申込制）
大正琴教室（午前 時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 時半～午後 時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後 時半～ 時、役場西別館 階会議室）

火２４

水２５
健康教室（午前 時～ 時半、いづみ人権交流センター）
発達相談（完全予約制、ご希望の方は保健センターまでお申し込みくだ
さい、保健センター）

木２６

役場仕事納め（ 月 日～ 月 日まで閉庁）金２７
土２８
日２９
月３０
火３１

元旦水１/１
木２
金３
土４
日５

役場仕事始め
歳半健診（午後 時～ 時半、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後 時～ 時、玉
泉苑）

月６

こころの相談室（午前 時半～午後 時、いづみ人権交流センター）火７
育児相談（午前 時半～ 時半、西部公民館）水８
山吹体操クラブ・健康相談（午後 時半～ 時、玉泉苑）木９
大正琴教室（午前 時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後 時半～ 時、いづみ人権交流センター）金１０

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

婚
姻

妻夫住所

友 美木 村靖 明篠 田多賀

（ 月 日から 月 日までの届出分・敬称略）


